
2016年 8月 21 日 

福音書からのメッセージ 

 

狭い戸口から入るように努めなさい。言っ

ておくが、入ろうとしても入れない人が多

いのだ。（ルカによる福音書 13 章 24 節） 

 

「狭い戸口から入るように努めなさい」。

このようにイエス様は言われます。わたし

たちはこの言葉を聞いたときに、二つの道

があったら困難な道を選びなさいと言わ

れているように思うかもしれません。しか

し今日の箇所で伝えようとされているの

は、果たしてそれだけでしょうか。 

 

イエス様はどのような状況でこの言葉

を言われたのでしょうか。このようにあり

ます。「イエスは町や村を巡って教えなが

ら、エルサレムへ向かって進んでおられ

た」。エルサレムに向かうとは、十字架の

受難へと向かうということです。つまり今

日の場面でイエス様は、ご自分の十字架を

意識しながら従っていた人たちに対して

教えていたのです。 

 

イエス様はすでに二度、ご自分が十字架

にかけられることを予告されていました。

死がもうすぐそこまで迫ってきているの

です。だから今、たくさんのことを伝えな

いといけない、そう思っていたでしょう。

自分がそばにいなくなったとしても、これ

だけはわかっていてほしい。その一つが

「狭い戸口から入るように努めなさい」と

いう教えなのです。 

 

では、狭い戸口とはいったい何なのでし

ょうか。身軽な人だけが通れるものでしょ

うか。それとも身体にまとわりつくたくさ

んの物を捨てることができる人だけが入

ることのできるものでしょうか。わたした

ちは、このような聖書の言葉を聞くと、と

ても悲しくなるこ

とがあります。な

ぜなら捨てられな

いからです。いろ

んなものを抱えた

ままで歩いていき

たい、そう思って

しまうからです。

ではイエス様はそ

のようなわたした

ちに、「あなたたち

は救われることなどない」と伝えたかった

のでしょうか。そうではないと思います。 

 

わたしはこれまでの人生の中で、自分の

力で「狭い戸口」を選んではきませんでし

た。しかし結果的に「狭い戸口」に向かわ

されているように感じます。イエス様に従

うと決心したとき、いつの間にか道が狭め

られていったように思うのですね。 

 

イエス様は十字架を背負い、神さまとわ

たしたちとの間にある大きな溝を十字架

で埋めて、わたしたちが神さまへと向かえ

るように、道をそなえてくださいました。

その十字架によって切り開かれた道の入

り口が「狭い戸口」なのです。 

 

その戸口は、自分の力で探すことはでき

ません。ただイエス様によってのみ、わた

したちは導かれます。イエス様の招きに応

じてはじめて、わたしたちの救いの道は開

かれるのです。 
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